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平成１８年７月
大量の泥と雨水の床下浸水
のある家があり、道路は数
時間通行できなかった。

南北の水路と保地沢がＴ字
に交わり、排水路が氾濫した。

土手下部より相当量
の湧き水がある。
急こう配の為、豪雨時
は崩落の危険あり。

湿地帯(昔は沼地だった)
のため、湧水が出てきて危険。

農道上空に張り出した
大きな枝に注意。
風の通り道で、大木が
倒伏する危険性あり。

平成２６年
鋤柄沢沿いの南原とツブ
の尻で、強風により大木が
田及び農道上へ倒伏した。

平成２８年～３０年頃
路上へナラの太枝が落下。

崩れ

令和２年７月
大木が倒れる。

平成１８年　出水により
県道通水トンネルが詰ま
り氾濫。床下浸水あり。

上流部に河川内への
倒木が多数あり、橋に
流木が詰まると氾濫
の恐れがある。

急こう配の土手で、
崩落の恐れがある。

今後も崩落の危険あり。

大量の出水時には、
橋に多量の流木が
堆積し、氾濫の危険
性がある。

防災対策がなく危険。

妙楽寺西、倒木・土砂
崩落の危険性あり。

白山神社の北、通年湧水
がある軟弱地。地すべり
の危険性あり。

本殿裏の土手が倒木・
土砂崩落の危険あり。

樹木が多数倒伏して
おり、出水時には河川
氾濫の危険性あり。

令和元年・２年７月
畑中央に雨水が集まり、土手
を超え宅地へ流入。道路には
泥が残り通行の支障になった。

平成１８年７月
北ノ沢川多量出水により
右岸崩落。升が溢れて水が

道路へ流入する。

保地沢からの水

保地沢からの水
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畑に水がたまり、
住宅敷地及び道
へ流入する。

畑に水がたまり、
道へ流入する。升に土砂

がたまる

大雨時に側溝が溢れる。

　　　　

雨が降ると水が溢れて
道路が川のようになる。

平成１８年７月
宮ノ沢と鋤柄沢の合流
の合流直下で雨水が
県道上へ氾濫。

土手の下部等から通年
湧水がある軟弱地。
災害起点となり得る。

通年湧水がある軟弱地
で、多量の倒木もある
急傾斜地。災害の起点
となり得る。

通年湧水がある軟弱地
で、災害の起点となり
得る。

一帯が軟弱な地盤の
急傾斜地で、豪雨災害
の起点となり得る。

保地沢の源頭部は脆弱な
スギ林であり、倒木が多く
大雨の際、災害発生の起点
となり得る。

河川内に倒木が多数
あり、増水時に鉄砲水
を誘発する懸念がある。

用水路の止め板
が動かない場所
があり、水が溢れ
る可能性がある。
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避難所

自宅以外の避難所へ避難

自宅待機

危険が予想される場所

過去に災害が発生した場所

住民懇談会で確認した
地区内の危険箇所と避難経路

凡例

土砂災害特別警戒区域
土砂災害警戒区域

土砂災害警戒区域

土石流

土砂災害特別警戒区域

法律によって指定された地域の危険箇所

急傾斜地

第１次避難所

避難地

防災行政無線

ヘリポート

第２次避難所

遠くまで避難することが危険な状況のとき遠くまで避難することが危険な状況のとき

緊急避難緊急避難緊急避難

事前避難事前避難事前避難事前避難
安全に逃げられる段階のとき安全に逃げられる段階のとき
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